
























































































































































































































































































































名前 学校種 視覚特性 眼疾患 備考
参加者 A 中学校 NRV=0.5（0.7× KB）
参加者 B 小学校 NRV=（0.06× KB）
参加者 C 小学校 NLV=（0.08× KB） 第一次硝子体過形成遺残
























加者 A が90％、参加者 B が94％、参加者 C が94％、
参加者 D が90％であった。観察者間一致率は95％で
あった。観察場面のタスク参加率は、参加者 A が
82％、参加者 B が88％、参加者 C が88％、参加者 D
が82％であった。
　「月と星」におけるタスク参加率は、参加者 A が
78％、参加者 B が79％、参加者 C が97％、参加者 D
が93％であった。観察者間一致率は82％であった。観
察場面のタスク参加率は、参加者 A が92％、参加者
B が84％、参加者 C が100％、参加者 D が89％であっ
た。
　「天気の変化」におけるタスク参加率は、参加者 A
が90％、参加者 B が87％、参加者 C が97％、参加者
D が90％であった。観察者間一致率は86％であった。
観察場面のタスク参加率は、参加者 A が100％、参加




























































１ タブレット端末の電源をつける。 なぞなぞを考える。 天気の決定の仕方について共有する。
２ タブレット端末のホームボタンの確認。 本時の学習課題を知る。 雲と天気のつながりについて交流する。
３ タブレット端末のパスワード入力。 月について知っていることを書き出す。 晴れと曇りの判断について考える。
４ 使うアプリの確認。 意見の交流。 雲の量と天気の関係を聞く。
５ タブレット端末の３本指ズーム。 月の元の形について考える。 雨と曇りの違いを考える。
６ タブレット端末のズーム時の操作。 三日月について身近なもので表現する。 雨と曇りの違いを共有する。
７ タブレット端末の白黒反転時の操作。 満月について身近なもので表現する。 タブレット端末のホーム画面を開く。
８ タブレット端末のカメラ操作。 半月について身近なもので表現する。 タブレット端末のアプリ「写真」を開く。
９ タブレット端末のカメラのピント合わせ。 観察内容の説明を聞く。 アプリ「写真」のカメラロールを開く。
10 二枚の写真を比較する。 ビデオの操作。 カメラロールから②を探す。
11 写真等を元に日向と日陰の違いを考える。 記録の説明を聞く。 観察の説明を聞く。
12 交流する。 観察環境の説明を聞く。 教室の方角を考える。
13 観察内容の説明を受ける。 タブレット端末のカメラの準備。 方位磁針から方角を考える。
14 観察方法の説明を受ける。 動画撮影１のために椅子に座る。 指示した方角を向く。
15 アプリ「Light Detector」を使用する。 観察における立場の確認。 全方角を確認する。
16 スクリーンショットの練習。 タブレット端末を太陽の方向に向ける。 動画②を再生する。
17 観察環境の説明を聞く。 月の見え方の動画撮影１。 観察結果をワークシートに書く。
18 温度を測定する（日向）。 見えた形を口にする。 雲の流れる方角を共有する。
19 写真を確認する。 動画の確認。 ③の動画をカメラロールから探す。
20 温度を測定する（日陰）。 タブレット端末のカメラの準備。 北の方角に体を向ける。
21 写真を確認する。 動画撮影２のために椅子に座る。 動画を再生して、観察する。
22 明るさを測定する（日向）。 観察の立場の確認。 結果をワークシートに書く。
23 写真を確認する。 タブレット端末を太陽の方向に向ける。 雨の流れる方角を共有する。
24 明るさを測定する（日陰）。 月の見え方の動画撮影２。 画面を２分割した動画を見つける。
25 写真を確認する。 見えた形を口にする。 観察の説明を聞く。
26 記録をとる（温度・明るさ）。 動画の確認。 動画を再生する。
27 乾きやすさについての説明を聞く。 記録をとる。 気づきを発表する。
28 ダンボールで乾きやすさを確認する。 結果を共有する。 天気予報を行う。
29 記録をとる（乾きやすさ）。 アプリ「月の満ち欠け」で変化を見る。 天気予報とその根拠の共有。
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The Possibility of Utilizing Tablets in Science Class for Elementary and
Junior High School Students with Low Vision Who Usually Study in Regular Schools:










credit hours. After  that, a workshop-style practice was conducted  for elementary and  junior high school 
students with  impaired vision, and the effect was verified. Comparing the pre-questionnaire average scores 





that  the  learning comprehension  level was  improved by using  the  tablets,  considering  the various visual 
characteristics of  elementary and  junior high  school  students with  impaired vision and contributing  to 
compensating for the difficulty in seeing.
Keywords: Low vision, ICT, Regular school, Earth science, Subject guidance
